
長安口ダム 

那賀川は、その源を剣山、石立山などに発し、四国山脈の東麓に沿って徳島県南

部の那賀町、阿南市を貫流して紀伊水道に注ぐ幹川流路延長１２５km、流域面積８７

４km2 に及ぶ、徳島県第２位、四国でも有数の大河川です。 

 

 長安口ダムは那賀川上流に位置し、徳島県の那賀川総合開発事業の中核となるも

ので洪水調節、発電、既得取水の安定化及び河川環境の保全を目的として、昭和２

５年から建設が始まり、昭和３０年度に完成しました。 

 

 また、低い水位での放流能力を高め、洪水調節容量を増加させるための｢放流ゲー

トの増設｣、洪水後の濁水長期化の軽減を目的として、より澄んだ水を下流へ放流す

るための｢選択取水設備の設置｣などの長安口ダムの改造が行われ、令和４年に完

成（完成式典）しました。 

 

 長安口ダムの高さは８５.５m、総貯水容量５,４２７.８万 m3となっています。また、長安

口ダムから延長約５km の圧力トンネルにより最大使用水量６０.０m3/s、常時使用水

量１８.７８ m3/s を取水し、下流の県営日野谷発電所で最大出力６２,０００kW、常時出

力１４,４００kW の発電を行っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

目   的 洪水調節、流水の正常な機能の維持、かんがい、発電 

ダム形式 重力式コンクリートダム 

集水面積 ５３８.９km2 

湛水面積 ２.２３８km2 

ダ ム 高 ８５.５ｍ 

総貯水容量 ５,４２７.８万 m3 

管 理 者 国土交通省 
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